
3.旧総合戦略記載事項

1.事業の位置付け

４.事業のコスト

2.事業の目的・概要

５．事業の目標値と実績等

○賃金 (臨時職員賃金)

○報償費（講師謝礼）

○旅費（特別旅費)

○需用費

消耗品費（事務用消耗品、保健衛生消耗品、看板代）101千円

燃料費（LPガス、灯油代） 122千円

食糧費 6千円

印刷製本費（報告書、ポスターパンフレット印刷）1,499千円

光熱水費、修繕料 484千円

〇役務費（郵便料、電話料、火災保険料） 203千円

〇委託料 22,388千円

事務所コピー機保守点検委託料 110千円

調査委託料（丸岡城天守耐震診断） 21,934千円

制作業務委託料 104千円

原稿執筆委託料 240千円

○使用料及び賃借料（コピー機、画像処理用パソコンリース他） 395千円

○負担金、補助及び交付金（丸岡城を国宝にする市民の会補助金） 920千円

0.0 100.0 100.0 100.0

指標の説明

指標に基づく評価

広報・啓発用パンフレットの印刷、発行については、丸岡城学術調査資料集
第1集の刊行を等を行ったためパンフフレットは１回のみの発行となりまし
た。
構造部会を3月に開催予定でしたが、コロナの影響により開催できませんで
した。

3,474

指標

指標

構造部会の開催
回

目標

独
自
指
標 指標の説明

0.0 0.0

指標の説明

250

96.0 0.0

1

独
自
指
標

実績 0 1 1 1

達成率(%) 0.0

1 1

1

達成率(%) 0.0 50.0 33.3 100.0 100.0

3 1

広報・啓発用パンフレット
の印刷、発行

回
実績 1 1 2

目標 4 2 3 2

36,548 29,180 28,839 7,368

評価指標 単位 年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度

指標

シンポジウム参加者
人

目標

0.0

独
自
指
標

実績 132

指標

報告書の売り上げ部数
部

目標 20 100

達成率(%) 0.0 132.0 0.0

1

0.0

指標の説明

12,442

その他特定財源 514 0 0 514

一般財源

達成率(%) 0.0

独
自
指
標

実績 240

財
源
内
訳

国県支出金 14,622 2,180

根拠例規 無
人
員

正職員 3.20

人 0.00関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 無 臨時職員 2.00 人 2.00 人 1.00

人員計 5.20 人 5.00 人 4.00 人 0.20

平成30年度 平成29年度 元・３０年度比

9,473 18,911

22,840 1,413

7,727

23,633

人 3.00 人 0.20

人

総事業費 51,684 31,360 32,313 20,324

人

人人 3.00

7-4 歴史・文化・芸術の伝承と振興 国宝化推進室

施策 1-1 シティーセールスの強化 コ
ス
ト

事業費 26,638

根拠法令 無

政策パッケージ 1 移住・定住の促進 令和元年度

事業区分 自治事務（任意的なもの） 事業種別 ソフト事業 人件費 25,046

旧総合
戦略

（単位：千円）

大事業 051 文化財保存事業 中事業 16 丸岡城国宝化推進事業

小事業 他　事業

09 文化財保護費

旧総合戦略
記載事項

旧総合
計画

基本構想 7 生涯を通じて学び・育つまちづくり 所管
部局

教育委員会事務局

基本計画

令和元年度事業分　事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 10 教育費 項 05 社会教育費 目

【事業の目的】

　平成３０年度までに実施した調査を基に、その調査過程で明らかになったことを市民に
公開し、丸岡城国宝化に向け市民の丸岡城に対する認識を高める。

【事業の概要】

4,506千円

469千円

52千円

2,212千円



６.事業に対する評価

7.令和２年度から令和６年度間（第２次総合計画前期期間）の方向性

　　

事業の方向性 継続

方向性の
理由

これまでの調査過程で明らかになったことを、パンフレットや冊子の観光等を通して広く市民に公開し、市民の丸岡城に対する認識を高めていきます。

現状と課題

課題はない

「丸岡城ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」の開催や、市民の丸岡城に関する認識を高めるための市民向け冊子、リーフレット、報告書資料集などの発行を通して、市民への啓発を行っていま
す。

成果と改善点

令和元年度において、丸岡城天守学術調査報告書は132冊、丸岡城～ここまでわかった！お天守の新しい知識と謎～　は174冊の売り上げがありました。
11月16日に開催した「丸岡城ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」には、市内外より240名の参加があり、調査報告書の内容や調査研究事業の成果を広く内外にアピールすることが出来ました。


